
   

  

   

８月の報告では、サンパウロ日本人学校

（以下：サンパウロ）中学３年生６名と、

リオデジャネイロ日本人学校（以下：リオ）

中学３年生２名のプログラミング教育の 

合同遠隔授業について紹介したいと思いま

す。 

私たちは、サンパウロとの中学３年プログラミング合同

遠隔授業を、昨年度３回実施しました。 

１回目は顔合わせをし、お互いの自己紹介を行い、

２回目はサンパウロの学校の実践に私（吉村）がゲ

ストティーチャーとして Scratchで図形を描くプログラム

を作る、初回の基本的なプログラミングの遠隔授業を

行いました。その後、自身の学校（リオ）でもプログラ

ミングの授業を行い、３回目にそれぞれの学校で学ん

だことを活かして、Scratchで簡単なゲームのプログラ

ムを作る合同遠隔授業を行いました。 

この授業の目的は二つあります。 

一つ目は、生徒にとって初めてのプログラミングだったた

め、自分なりに工夫をして、プログラミングをする喜びや

達成感を体験させることでした。そこで、この目的を達

成するために、プログラムの手順を書いたシートを事前

に全員に渡しておいて困った時にはそれを見て対応で

きるようにしました。特に、ゲストティーチャーとして授業

をする際には、一人ひとりの進捗状況を確認するのは

困難です。そこで、このシートを用意し、それでもわから

ない場合は、共有画面機能やチャット機能を使用し、

質問をしてもらうことにしました。そうすることで、どんどん

先に進みたい生徒と、ゆっくり学んでいきたい生徒の個

人差に対応することができ、生徒の満足度が高かった

ように思います。 

 

プログラミング授業の目的 

  

 そして二つ目は、プログラミング的思考の育成です。プログ

ラミング的思考とは、「自分が意図する活動を実現するた

めに、どのような動きの組み合せが必要であり、どのように

組み合わせ、改善していけば、より意図した活動に近づく

のか、といったことを論理的に考えていく力」です。 

３回目の合同遠隔授業ではどのように工夫することで、

問題が解決できるのかを個人で考えさせ、その後 Zoom

のホワイトボード機能を使用し、個人のアイデアを全体で

共有しました。 

ネコにつかまらないようにネズミを家に誘導するゲームで、

もっと楽しくするには、もっと難しくするにはどうしたらよいか

のアイデアを出し合いました。例えば、「ネコの動きを速くす

る」、「ネコの数を増やす」、「家を小さくする」など、たくさん

のアイデアが出ました。 
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そして、そのためにプログラムのどこをどのように変更するかを考えました。

そうすることで、他の人のアイデアを実際にプログラムに活かすことができ

た生徒や、自身が想像もしていなかったようなアイデアに出会えた生徒

もいました。一人では解決できなかった事が、仲間と話し合い、意見を

交換することで、学びが深まり、問題解決に繋がったのです。 

合同遠隔授業を進める上で、私たちは、一人１台の作業用パソコンだ

けではなく、別のパソコンを準備することの重要さを実感しました。 

たとえば、一人１台のパソコンでは、生徒がプログラミングをしている画面

を把握し、別のパソコンでは、生徒たちの顔や全体の状況を確認できる

ようにしました。 

このように、プログラミングの画面と生徒の様子を別々に確認できるよう

にすることで、生徒の理解や状況にあわせて授業を展開することができ

ました。 

また、パソコンやタブレットなどの端末を別に準備しておくことで、１台の

パソコンにトラブルがあったとしても、別のパソコンで対応できるため、リス

クマネージメントにもなります。 

このように、合同遠隔授業を進める上で、円滑に進められるようにする

ための環境も重要だということが実践を積み重ねることでわかりました。 
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